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成果の活用
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成果の特徴
• 中国に対する米の輸出時に管理が必要とされているヒメアカカツオブシムシについ

て、DNA分析による種の判別法を開発しました。
• 本法は、トラップ等に捕らえられた大量の昆虫を迅速かつ正確に検査できます。

検査結果の例
“その他”はヒメアカカツオブシムシ以外の主要な穀物害虫

判定ライン

陽性判定

陰性判定

幼虫や成虫の一部
分では判別が困難 迅速かつ正確に検査できる！！

幼虫や成虫の一部でも判別が可能！！

大量の鑑定は
作業が大変

トラップ この虫の名は？

従来の方法

本研究成果の分析法
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